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リチウムイオン電池による発火事故が増えています。リチウムイオン電池は、衝撃を加えると発火するという性

質があります。そのため、これを内蔵した製品を捨てるとき、正しい方法で廃棄しないと大きな事故につながる

可能性があります。

リチウムイオン電池は、お住まいの市町のルールに従って捨てて下さい。

リサイクル通信

リチウムイオン電池の種類 機械内で発火 機械内で爆発

作成：しもつけエコセンター㈱

当リサイクルセンターでは「びん」「ペットボトル」を手作業で選別しています。その際に注射器などの医療廃棄物

や包丁、ハサミ、農薬の入ったびんなど、ケガや事故につながるものが混じっていることがあります。

「びん」「ペットボトル」をごみステーションに出す際は、対象物以外のものを混入しないようご協力ください。

びん・缶手選別処理ライン 混入された医療廃棄物 農薬混入による異臭の為、消防出動


